
報告第３号 こいこいバスへのバスＩＣＯＣＡシステム（簡易型）の導入について 

 

１ 案の要旨 

令和７年度に更新を予定しているこいこいバス２台に「バスＩＣＯＣＡシステム

（簡易型）」を導入しようとするもの。 

 

２ バスＩＣＯＣＡシステムとは 

  ＩＣＯＣＡは西日本旅客鉄道株式会社のシステムにより運営されている交通系

ＩＣカードである。 

全国相互利用交通系ＩＣカード発行枚数 約１億９５００万枚のうち、ＩＣＯＣ

Ａの発行枚数は約２９００万枚となっており、近畿地方や中国・四国地方において

最も発行枚数が多い。 

また、ＩＣＯＣＡカードに現金をチャージしたり、ＩＣＯＣＡのアプリを入れて

スマートフォン本体をＩＣＯＣＡカードと同じにして現金を持たずに利用できる。 

  バスＩＣＯＣＡシステムは、バス・地域鉄道向けとしてコスト面において導入が

難しい小規模な交通機関に対して、簡易型ＩＣ端末が開発された。 

 

３ 導入しようとする理由 

  こいこいバスは、大竹駅、玖波駅と接続しており、ＪＲとの乗り換えにおいて、

共通して使用可能なキャッシュレス決済として、交通系ＩＣカードＩＣＯＣＡが利

便性が高いと判断した。 

また、令和５年度に実施した「こいこいバス利用者に対するアンケ―ト調査」に

おいて、交通系ＩＣカードを持っている方の割合が 67％であり、すでに使っている

と答えた方が 60％であった。 

なお、こいこいバスを交通系ＩＣカードで乗車できるようにした場合、使用する

と答えた方の割合が 67.8％であった。 

参考までに、令和６年９月からバスや路面電車の支払いに本格的に導入予定の、

広島電鉄新乗車券システム「モビリーデイズ」については、市内に広島電鉄のバス

や路面電車が走っていないことやコストの面から、導入を見送ることとした。 

 

４ 選定業者 

   株式会社ＪＲ西日本テクシア（兵庫県尼崎市潮江１丁目１番３３号） 

ＩＣＯＣＡシステムの導入に当たっては、カードの発行事業者である西日本旅客

鉄道株式会社のセンターサーバ改修が必要不可欠であると同時に、ＩＣ車載器や係

員発行機等の機器の設置等についても、その開発を行った株式会社ＪＲ西日本テク

シアに発注することが最も合理的であり、他社での実施は不可又は極めて困難であ

ると見込まれることから、当該事業者を随意契約にて選定する。 
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